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地域ぐるみの子育て
　今月取り上げたこれらの事業は東淀川区版
ネウボラ（妊娠期から子育て期までの切れ目な
い子育て支援）の一環です。
　支援が必要と判明した子育て家庭を適切な
関係機関につなげた数は、こどもサポートネット
で令和２年度85件、令和３年度119件。こども
みのりサポートネットでは令和２年度16件、令
和３年度56件と実績を積んでいます。今後も
学校・保育施設や地域との連携をより一層強化し、対象となる保育
施設の範囲を拡大するなど、切れ目のない支援を拡充させてまい
ります。
　他の事業も含め、東淀川区は子どもの健全育成に地域が一体と
なって取り組んでいるまちをめざして取り組みを進めます。

東淀川区長
西山 忠邦

こどもサポート推進員は
どんな仕事をしているのですか？

岩畑さん　東淀川区ではコロナ禍が長引いて、困窮度が高くなっ
た家庭が多くあります。そこで、経済的な支援制度や保健福祉関連制
度などの説明・申請手続きのお手伝いをしています。私たちが付き添
うことで、安心される保護者の方はとても多いです。時には外国籍の
方の代筆もします。
また、放課後等デイサービスやこども食堂など、子どもの居場所の紹
介も仕事の一つ。東淀川区には多くの放課後等デイサービスがあり、
保護者が自ら選ぶのは困難です。
不登校児童の登校支援や家庭訪
問なども行っています。きょうだい
のケースが多くあるため、こどもみ
のりサポート推進員とは保育所・幼
稚園・小学校・中学校の情報を共有
し、より良いサポートができるよ
う連携を図っています。

これまでの活動を通じて
どのような変化が見られましたか？

岩畑さん　放課後等デイサービスに参加したこと
で自信を持ち、学校にも登校できるようになった児
童がいました。もちろん子ども自身の力が大きいの
ですが、サポートできたことにやりがいを感じました。
大阪市こどもサポートネットの推進員たちの必須ア
イテムは自転車です。今後も自転車で東淀川区の端
から端まで走り回り、すべての子どもが安心して暮ら
せるようお手伝いをしていきます。
山口さん 困っているご家庭を支援につなぐことがだ
んだん増え、こどもみのりサポート推進員の活動が認
知されつつあると感じます。複数の園長さんから「適
切な支援につないでもらえて助かる」という声ももら

いました。今年から企業主導型
保育園の巡回もはじめ、1歳6
か月健診、3歳児健診にも参加
するようになったことも大きな
変化です。どんなケースも見
逃すことがないよう、積極的
に活動を続けていきたいと
思います。

秘密を守る義務のあるチームでしくみを作っています。　 
「どこに相談していいかわからない」ときは、

ぜひご相談ください。

子育て家庭の“困ったな”を
一緒に考えます！

大阪市こどもサポートネット
こどもみのりサポートネット a4809-9852

をこども（みのり）サポート推進員がご紹介します！
こどもみのりサポートネット

大阪市こどもサポートネット大阪市こどもサポートネット

岩畑さん　大阪市の子どもの貧困対策事業の一
つで、課題を抱える子どもと子育て世帯を総合的に
支援する取組みです。学校での気づきを通して困りごと

を発見し、区役所や地域と連携。相談や支
援につなぎ、社会全体で子育て家庭
を応援する新しい仕組みです。
こどもサポートネット推進員な
どが小学校や中学校の会議に
参加し、支援の方針を検討し
て保健福祉の支援制度や地
域の支援などにつなぎます。
区の子育て支援室、スクール
ソーシャルワーカー、校長、
主任児童員等で構成されて
います。

大阪市こどもサポート
ネットとはどのような
しくみなのですか？
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山口さん こどもみのりサポート推進員は、東淀川区
独自の取組みです。課題を抱えるご家庭のサポートは、乳
幼児の頃から必要であると考えて、こどもサポートネットのしく
みを乳幼児にも拡大するかたちでスタートしました。家庭内の問
題は子どもの大きな負担になり、発達にも大きく影響します。乳幼
児期から中学生まで長い目で見守り続け、その世帯に合った支援

で寄り添うことが解決の糸口になると思われます。
保育施設において課題をチェックする「スクリーニングシート」なども、大阪市こどもサポー
トネットのものを参考に作りました。保育士の資格を持つこどもみのりサポート推進員は、
保育所や幼稚園、子育て支援センターなど区内の子どもに関連す
る施設を巡回。その中で、家庭面と発達面から子どもたちの情報
をキャッチし、支援へとつないでいます。
1年目は関係各所との関係づくりが主でしたが、2年目以降は
徐々に相談件数も増えて手ごたえを感じています。小学校に
上がるタイミングでの引継ぎや、きょうだいのケースなど、
こどもサポート推進員と密に連携を取り合い、区内の子
育て世帯により手厚いサポートをめざしています。

こどもみのりサポート推進員は
どんな仕事をしているのですか？
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